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5～10
•技能教習、各種講習を県別に開催してお
り、Net検索-申込が可能
•建設業教育協会は特別教育、安全衛生教
育のｅ‐ラーニング等を提供

• 建設業労働災害防止協会
• 一般社団法人 建設業教育
協会

など

学習システム
の導入

21.5～〇
• 施工管理+αは、基本の資料共有、チャット、工程管理に加え、
見積～請求書や報告書等の各種書類作成機能まで、全ての機能
をオプション料金なしで提供

• 施工管理+αチェックリス
ト・検査書式
のデジタル化

チェック・検
査記録の保存
自動化

マニュアルの
デジタル化

情報共有ツー
ルの導入

360～〇

• 「ANDPAD」は現場の効率化から経営改善まで一元管理できる
シェアNo.1の施工管理アプリ

• 電話・FAX・メールなど、アナログで煩雑な現場のコミュニ
ケーションもチャットアプリで円滑化

• 図面や工程表もアプリを起動すれば、いつでもどこでも最新の
データを確認

• ＡＮＤＰＡＤ

10.8～〇
• PRODOUGU（プロドウグ）は、パソコンとiPad/iPhoneをクラ
ウドで繋げ、図面管理・閲覧、工事写真の撮影、アルバム出力
まで行うことができる総合型の建築業向け施工管理アプリ

• PRODOUGU

初期費用
１万
月額1万
～

• 月々1万円から使える、住宅会社・工務店向けの施工管理アプリ
• 優れたコストパフォーマンスと使いやすい操作性、導入前後の
手厚いサポート

• 現場plus

120～〇

• 「現場の教育を動画でもっとかんたんに」がコンセプトの動画
マニュアルシステム。スマホやタブレットで動画を撮影し、
tebikiにアップロードするだけで簡単な編集で完成します。字幕
も外国語もシステムが自動生成します。どこからでもアクセス
でき、レポート機能やテスト機能で教育管理まで可能です。

• tebiki
など

動画マニュアル
の導入
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引用:https://it-trend.jp/construction_management/article/explain#chapter-8

主な工事管理システムのポジショニングマップ（参考資料）


